
 

あいちシェイクアウト訓練の実施について（案） 

 

１ 目的 

県民総ぐるみ防災訓練の一つとして、南海トラフ巨大地震等の大地震

発生の際に、県民それぞれがその場に応じた身の安全を確保する訓練

（シェイクアウト訓練）を県内全域において実施することにより、地震

発生時に参加者自らが身の安全を確保する行動を理解するとともに、県

民の防災・減災に関する意識を高めることを目的とする。 

 

２ 訓練概要 

県民が地震発生時に自らの身の安全を確保する行動を考えるきっか

けとするため、その場で手軽に実践することができる防災訓練として、

県内全域では初めてとなるシェイクアウト訓練（詳細は別添を参照）を

実施する。 

 

３ 主唱 

  愛知県防災会議 

 

４ 主催 

  愛知県 

 

５ 協力 

あいぼう会、愛知工業大学、シェイクアウト提唱会議 

 ※今後、協力機関は随時追加予定 

 

６ 実施日時 

平成２５年９月 1日（日）正午から１分間を基本とする 

※ただし、必ずしもこれに縛られる必要はなく、参加表明を行い 

独自（実施日、実施時間）に実施することも可 

 

７ 対象者 

県内全域の県民等 

 

 

 

８ 参加方法 

  参加予定者は、事前に指定されたサイトにて必要項目を入力して参

加表明を行い、当日は、その場で訓練を実施する。 

※ＦＡＸや電話による申し込みは検討中 

  必要項目（予定）は、 

（１）居住地・所在地の郵便番号 

（２）氏名（ニックネーム可）・企業名・団体名・グループ名等 

   （３）参加人数 

  入力フォームの作成及び集計については、愛知工業大学地域防災研

究センターの協力を得て実施予定。 

 

９ 訓練開始合図の伝達方法 

時報を基本とする 

その他、防災行政無線、館内放送、テレビ・ラジオ 等 

 ※エリアメールの使用は、過去の開催県等の実績から、メールの

受信、未受信に興味が向いてしまい、実際の行動につながらな

いとともに、受信音が迷惑となる方（葬儀参列者等）への受信

や未受信等による苦情も非常に多いことから使用しない。 

 

10 ロゴマーク 

              

シェイクアウト提唱会議より提供 

             デザインを変更しなければ他機関等で 

広く使用可 

 

11 キャラクター 

 

シェイクアウト提唱会議が日本独自のキャラクター 

として使用中（デザインを変更しなければ他機関等 

でも広く使用可） 

 

※クェイクは、平成 21 年度から本県が参加している室内安全対策都

府県共同研究会（東京都・新潟県・静岡県・愛知県・京都府・大阪

府・兵庫県・徳島県・福岡県）で企画・制作したもの。 
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平成２５年度の愛知県の防災訓練計画（案） 

 

○ 愛知県災害対策本部運用訓練 

 １ 日時 

   平成２５年８月３１日（土）午前 

 ２ 場所 

   愛知県庁災害対策本部室、災害情報センター等 

 ３ 主催 

   愛知県 

 ４ 想定災害 

   南海トラフの巨大地震 

 ５ 訓練の内容 

   災害対策本部の運用を確認し、災害対応能力の向上を図るための図上

訓練・通信訓練を実施する。 

 なお、当該訓練は、国の総合防災訓練大綱に記載された、内閣府と南

海トラフ巨大地震対策中部ブロック協議会の６県３市及び国の地方機関

等が連携して実施する「東海地域広域連携防災訓練」として位置づけて

行うとともに、内閣府が主体となって実施する「広域医療搬送訓練」と

連携して行う。 

 

 

○ 愛知県・稲沢市総合防災訓練 

 １ 日時 

   平成２５年９月１日（日）午前 

 ２ 場所 

 サリオパーク祖父江（稲沢市祖父江町・木曽川河川敷） 
 ３ 主催 

愛知県、稲沢市 

 ４ 想定災害 

      南海トラフ巨大地震 

 ５ 訓練の内容 

 防災関係機関、地域住民等の協力・連携のもとに、災害応急対策に係

る総合的な訓練を実施する。 

［ 参 考 ］ 

 

 

○ あいちシェイクアウト訓練 

 １ 日時 

   平成２５年９月１日（日）正午から１分間を基本とする 

※ただし、上記以外で独自に実施することも可とする 

 ２ 場所 

 県内全域（自宅、職場、学校、外出先等） 

３ 主催 

   愛知県 

 ４ 協力 

あいぼう会、愛知工業大学、シェイクアウト提唱会議 

※協力機関は随時追加予定 

 ５ 想定災害 

      南海トラフ巨大地震 

 ６ 訓練の内容 

大地震が発生したことを想定し、指定された日時に、県民それぞれが

その場（自宅、職場、学校、外出先等）で、地震から身を守る安全行動

を行う。 

 

 

○ 愛知県・美浜町津波・地震防災訓練 

 １ 日時 

   平成２５年１１月１７日（日）午前 

 ２ 場所 

 日本福祉大学（知多郡美浜町奥田）他 
 ３ 主催 

愛知県、美浜町 

 ４ 想定災害 

      南海トラフ巨大地震及び大津波 

 ５ 訓練の内容 

地域住民が、津波避難場所に向けて避難訓練を実施するとともに、防

災関係機関等の協力・連携のもとに、災害応急対策に係る訓練を実施す

る。 



視察

災害対策本部運用訓練 広域医療搬送訓練

消防応援活動調整本部設置・運用訓練

県内各消防及び緊急消防援助隊の運用を

行い、救出・救助にかかるオペレーショ

ンを実施する。

災害医療調整本部設置・運用訓練

災害医療コーディネーター等の医療関係者及び健康福祉部職員により、県内の災害拠点病院の負傷者受け入れに関す

る連絡調整、ＤＭＡＴの県内各地への派遣調整、負傷者の広域医療搬送の調整などのオペレーションを実施する。

救出救助プロジェクトチーム運用訓練

（自衛隊・警察・四管など）

各防災関係機関が県庁に参集をして、

各方面からの救出・救助要請を調整す

るオペレーションを実施する。

愛知県災害対策本部運用訓練
（災害情報センター）

災害情報センター要員による、センターの設置・運用訓練

を実施し、各班の基本的な業務の習熟を目的として実施を

救出・救助にかかる連携訓練

７：００発災

訓練講評及び県民への呼びかけを実施

知事による災害対策本部運用訓練の訓練

講評及び防災週間にちなんだ県民への呼

びかけを実施する。

訓練終了

１１：３０開始

広域医療搬送実施の要請

広域医療搬送実施の決定

政
府
緊
急
災
害
対
策
本
部
（
内
閣
府
）SCU設置訓練（名古屋空港）

SCU運営訓練（名古屋空港）

１０：３０頃開始

１１：３０頃開始

8月３１日防災訓練イメージ図

知事・副知事・担当部局長

知事・副知事・担当部局長

政
府
緊
急
災
害
現
地
対
策
本
部
（
自
治
セ
ン
タ
ー
）

連 携

訓練は継続

災害拠点病院

被害想定に基づき、災害拠点病院にお

いて、広域災害・救急医療情報システ

ムへの入力訓練を実施する。

災害拠点病院から入力された情報を活用して、負傷者の搬送先

を検討する訓練を実施

緊急物資チーム設置・運用訓練

（２階講堂）
災害対策本部と連携して、緊急物資の

県内調整を行うプロジェクトチームを

設置・運用する訓練を実施する。 連 携

ヘリテレ映像配信訓練

負傷者搬送にかかる映像配信を実施する。

石油コンビナート等防災本部運用訓練

災害対策本部と連携して、コンビナート地区

における事故発生時の対応訓練を実施する。

連 携

調査班による衛星通信（指揮車）を使用した映像配信

職 員 参 集
８：００開始予定

６県３市災害対策本部連携訓練

政府緊急災害現地対策本部と連携して、

中央防災無線を使用した情報伝達・テレ

ビ会議を行う、通信運用訓練を実施する。

連 携

東海地域広域連携防災訓練












